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背景
• ピアコードレビュー

→商⽤およびオープンソース開発の両⽅で広く採⽤されているコードレ
ビューの⼀種.

• 既存の研究より,有⽤でないレビューコメントが⼤量に含まれて
いることが⽰唆

• しかし,これらの有⽤でないコメントの改善を⾃動的に⽀援する
ツールや技術は,今⽇まで存在ない
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⽬的
• 有⽤なレビューコメントとそうでないレビューコメントの⽐較

研究を⾏い,テキストの特性や開発者の経験を⽤いて両者を対⽐

• 結果を基に,レビュー投稿時の有⽤性を⾃動予測し,開発者の
コードレビューコメント改善を⽀援する予測モデルRevHelper
を開発
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データセット

• ABC社の4つの商⽤システムから
最近のコードレビューコメントを1,200件収集（4つの商⽤システムから３００件ずつ）

• インラインコメントを対象
• 特定のコード変更を直接参照する

• 最終的に,１１１６件のデータセットを収集
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RQ
• RQ1：有⽤なレビューコメントは,そのテキスト特性において有

⽤でないコメントと異なるか？

• RQ2：開発者の経験は,コードレビューの際に有⽤なレビューコ
メントを書くのにどのように役⽴つか？
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RQ1

・テキスト特性

読みやすさ・・Flesch-Kincaid reading easeを使⽤

ストップワード⽐・・コメントに対して意味のない単語

質問率・・疑問⽂の割合

コードエレメント⽐・・ソースコード関連のトークン割合

概念的類似性・・レビューコメントと変更されたソース⾏の類似性

テキスト特性5つを⽤い,有⽤なレビュコメントとそうでないコメントを箱ひげ図を作成

・上の表と同様に４つの箱ひげ図を作成

・RQ１結果
→コード要素⽐率,ストップワード⽐率,類似性のテキスト特性で有意差が有る.

読みやすさ,質問⽐率では有意差が無い.
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RQ２

・開発者経験
Code authorship・・ファイルにコミットした数
Code reviewership・・レビュしたファイルにコミットした数
External library experience・・ソースファイルに含まれる外部
ライブラリを開発者が使⽤したことがある割合

開発経験3つを⽤い,有⽤なレビュコメントとそうでないコメントを箱ひげ図を作成

・上の表と同様に３つの箱ひげ図を作成

・RQ2結果
→開発経験は,開発者のレビューコメントの有⽤性に⼤きく影響する可能性がある

しかし,開発者の経験とレビューコメントの有⽤性は,常に直線的な関係にはない.

6



RevHelper

先⾏研究に基づき,
コメントをABC社のリポ
ジトリから抽出

RQ１,２の結果から得ら
れた特徴を機械学習に⽤
いる.
15個の独⽴変数と1つの
応答変数

・Random forest
・Logistic regression
・Naïve bayes
を使⽤
１０分割交差検証
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RQ
• RQ3: コードレビューコメントの有⽤性を予測するために提案

したモデルはどのように機能するか？

• RQ4：レビューコメントの有⽤性の代理として,コメント⽂とそ
れに対応するレビュアーの経験という次元はどの程度有効か？

• RQ5：RevHelperはレビューコメントの有⽤性を予測する際に,
ベースラインモデルを上回ることができるか？
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RQ3

主成分分析 (PCA)

RQ3結果
本研究のモデルは,総合精度66%,精度66%,再現率,F1スコアでレビューコメントの有⽤性を予測し,
有望であることが⽰された
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RQ4
RQ3の結果に加え,右の表を追加
→１２は特徴量重要度グラフ,１３は性能曲線

→１３において,テキスト特性のみの予測は相対的に開発
経験の⾝の予測よりも精度が低い

RQ３結果
→レビューコメントの有⽤性の予測には,
レビューコメントのテキスト内容よりも開発者の経験の
⽅が有効であることがわかった
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RQ5

11

先⾏研究 precision 23%-49%
recall 17%-26%

RevHelper precision 35%(32%?)-63% 
recall       29%-51%

・図１４,１５より本RevHelperが
どのベースラインモデルよりも有意に
⾼い性能を⽰す

RQ5の結果
→RevHelperがベースラインのモデルを⼤きく上回
り,コードレビュー時の開発者⽀援の可能性を明確に
⽰している



結論
• 我々はコードレビューコメントの有⽤性を⾃動的かつ即座に予測す
る新しいモデルを提案.

• このモデルは,コメント⽂と開発者の経験という2つの次元を利⽤し,
機械学習を⽤いて予測.

• 全体の予測精度が66%であり,有望であることが報告.

• 今後は,コードレビューの⾃動⽀援機能を個⼈向け推薦システムに拡
張する予定.
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所感
• たくさんの⽐較を⾏っていたが,結論に⽤いる値が少し信頼でき

ないのでは？

• RQ５の結果は少々強引に感じた

• 途中から急に図やグラフが登場し理解に苦しんだ
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